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紹
　
介

岩
坪
健
著

『
源
氏
物
語
古
注
釈

の
研
究
』

中

村
　
一　
夫

源
氏
物
語
注
釈
書
の
噴
矢
と
目
さ
れ
る
院
政
期
の

『源
氏
釈
』
以
来
、
歌
学

と
と
も
に
重
要
視
さ
れ
た
源
氏
学
は
多
種
多
様
な
注
釈
書
や
梗
概
書

・
辞
書
を

大
量
生
産
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
書
を
源
氏
物
語
の
研
究
史
に
照
ら
し
て

評
価
す
る
と
、
ま
さ
に
玉
石
混
交
の
状
態
で
あ
る
と
い
う
よ
り
他
は
な
い
が
、

こ
と
物
語
の
享
受
や
伝
授
と
い
う
側
面
か
ら
捉
え
直
す
と
、
ど
の
書
も
確
固
た

る
存
在
意
義
を
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
の
様
態
か
ら
は
当
時
の
社
会
の
構
図

や
文
化
的
状
況
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
本
書
は

「中
世
に
編
ま
れ
た
源
氏

物
語
の
古
注
釈
書
を
、様
々
な
観
点
か
ら
六
編
に
分
け
て
考
察
し
た
も
の
只
序
）

で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「本
文
伝
流
史
に
お
け
る
注
釈
書
の
引
用
本
文
」
「御
子
左

家
の
源
氏
学
」
「南
朝
に
お
け
る
源
氏
学
」
「連
歌
師
の
源
氏
学
」
ョ
一条
西
家
の

源
氏
学
」
「家
説
の
秘
蔵
と
伝
授
」
の
六
編
で
あ
り
、
巻
末
に
は

「和
語
秘
書

集
」
（刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
）
の
翻
刻
が
付
さ
れ
る
。
各
編
に
は
三

章
ず
つ
の
論
考
が
整
然
と
配
列
さ
れ
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
考
究
さ
れ
る
。

ま
ず
第

一
編
で
は
古
注
釈
書
に
お
け
る
引
用
本
文
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
。
鎌
倉
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
源
氏
物
語
の
青
表
紙
本
と
河
内
本
の
両
系
統
の

本
文
の
う
ち
、
定
家
崇
拝
の
定
着
し
て
い
く
室
町
時
代
前
期
以
降
は
青
表
紙
本

が
主
流
と
な
る
が
、
そ
れ
以
前
は
河
内
本
が
優
勢
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
れ
は
南
北
朝
末
期
ま
で
に
成
立
し
た
注
釈
書
の
本
文
に
河
内
本
が
多
い
こ
と

を
根
拠
と
す
る
。
し
か
し
、
鎌
倉
中
期
か
ら
室
町
初
期
に
成
立
し
た

『異
本
紫

明
抄
』
『仙
源
抄
』
『類
字
源
語
抄
』
『師
説
自
見
集
』
な
ど
に
収
載
さ
れ
る
物
語

本
文
が
河
内
本
で
あ
る
の
は
、
勘
物
を
引
用
す
る
た
め
に
利
用
し
た
河
内
方
古

注
釈
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
か
ら
で
あ
り
、
従
来
の
河
内
本
優
勢
説
は

再
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
従
う
べ
き
卓
見
で
あ
ろ
う
。
続
く
第
二

編
か
ら
第
五
編
で
は
時
代
や
学
派
ご
と
の
注
釈
書
を
対
象
と
し
、
御
子
左
家

・

南
朝

・
連
歌
師

。
三
条
西
家
な
ど
の
学
問
が
論
の
対
象
と
な
る
。
こ
こ
で
は
藤

原
定
家
を
は
じ
め
と
し
て
、
今
川
了
俊

。
長
慶
天
皇

。
後
醍
醐
天
皇

。
宗
祗

・

肖
柏

・
三
条
西
実
隆
ら
中
世
源
氏
学
の
鐸
々
た
る
面
々
が
俎
上
に
載
せ
ら
れ
、

研
究
史

・
享
受
史
の
中
に
適
切
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
六
編
で

は
中
世
に
お
け
る
物
語
伝
授
の
作
成
方
法
や
行
わ
れ
方
が
論
じ
ら
れ
る
。
当
時

の
学
問
の
教
授
で
は
秘
伝
が
重
視
さ
れ
、
師
匠
が
権
威
を
保
持
す
る
た
め
の
秘

説
は
容
易
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
秘
説
を
死
蔵
す
る
と
世

間
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
名
声
も
門
人
も
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
二

種
類
の
注
釈
書
を
用
意
し
て
、　
一
般
門
人
に
は
秘
蔵
し
な
が
ら
、
特
定
の
人
に

は
秘
説
を
授
け
る
と
い
う
二
段
階
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
。
『原
中
最
秘

抄
』
の
系
統
の
比
較
、
『河
海
抄
」
と

『珊
瑚
秘
抄
』
の
関
係
や

『花
鳥
余
情
』

と

『源
語
秘
訣
』
の
関
係
な
ど
か
ら
、
行
阿
、
四
辻
善
成
、　
一
条
兼
良
ら
の
源

氏
物
語
伝
授
の
方
法
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
氏
の
業
績
の
中
で
も
特
に
広
く
知

ら
れ
る
高
説
で
あ
る
。

本
書
所
載
の
論
考
に
は
注
釈
書
の
引
用
が
多
く
、
ま
た
細
か
な
ピ
ー
ス
を
組

み
合
わ
せ
る
か
の
ご
と
き
検
証
が
続
く
の
で
、
氏
の
実
証

・
論
証
に
付
き
合
う

の
は
、
か
な
り
骨
の
折
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
広
範
な
資
料

調
査
と
そ
れ
に
基
づ
く
詳
細
な
分
析
に
は
敬
服
す
る
ば
か
り
で
あ
り
、
難
渋
で

混
沌
と
し
た
中
世
源
氏
学
を
鮮
や
か
に
腑
分
け
す
る
岩
坪
氏
の
手
法
と
指
摘
は
、

多
く
の
新
知
見
と
視
野
を
提
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

（和
泉
書
院
、　
一
九
九
九
年
二
月
、
四
三
〇
頁
、　
一
四
〇
〇
〇
円
）

―
―
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
、
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―


